
【校 訓】 「たくましく 心豊かな 富山の子」

【教育目標】 「たくましく心豊かな児童の育成」

本校の校訓は、「合い言葉」として昭和

50 年に定められた伝統のあるものです。本年度もこの校

訓を受け、上記の教育目標を掲げ、全職員で力を合わせて

富山小の教育を推進していきたいと思います。そして、全

員の子ども達が【めざす児童像】に近づいていけるように、

支援・指導をしていきたいと思います。

私達職員の努力目標の中の一つに、「家庭や地域との連携」があります。子ども達の教

育は、学校教育だけでは不十分であると考えます。家庭と地域との連携を推進していくこ

とが、子ども達の健やかな成長につながると思います。皆様方と連携できるように、職員

一同が努力しますので、本年度も学校教育に対しまして、ご理解とご協力をいただきます

ようよろしくお願いいたします。

4 月 13 日（水）に「1 年生をむかえる会」をしました。6 年生が富山

小のリーダーとして、責任をもって会の進行をしました。今年度も 6 年

生が活躍することを期待しています。そして、5 年生も高学年としての

自覚をもち、6 年生と一緒になって、この会を盛り上げてくれました。

「自己紹介」やゲームの「かわるおに」や「新聞おりジャンケン」などがあり、大変楽

しい会となりました。一人の 1 年生ですが、楽しそうに堂々とした態度で参加しました。

1 年生が富山小にますます慣れ、自分の力を思い切り出せるように、全校で応援してい

きたいと思います。
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【めざす児童像】

○元気な子

○よく考える子

○思いやりのある子

○進んで行動する子

【 1 年生入場】 【かわるおに】 【新聞おりｼﾞｬﾝｹﾝ】



4 月 18 日（月）の富山小学校米づくり推進部会に、○○○○様、

○○ PTA 会長様、○○ PTA 副会長様、○○ PTA 副会長様にご出席い

ただき、本年度の「お米づくり活動」について協議していただきまし

た。お陰様で、本年度の活動をスタートすることができました。

「お米づくり活動」として、まず、4 月 20 日（水）に、○○○○様

にご指導をいただきながら、3 年生 4 年生による「種もみまき」を行いました。米づくり

をしている学校はいろいろありますが、「種もみまき」も取り入れている学校の数は多く

はないと思います。

○○さんから「1 粒の種もみで、とてもたくさんの粒ができる」というお話を聞いて、

すばらしい生命力だと思いました。また、「今、種もみは、人間の赤ちゃんの時期です。

赤ちゃんを育てるように、優しく育ててほしいです。」とのお話に感動しました。赤ちゃ

んに食べさせてあげるように、種もみに水をあげること、ただし、食べ過ぎはいけないの

と同じように、水のやりすぎもいけないこと、など、たくさんのことを教えていただき、

大変勉強になりました。子ども達は、「種もみまき」に興味をもって生き生きと活動でき

ました。4 年生は昨年度も経験しているので、作業の内容を覚えており、感心しました。

本年度もたくさんの方々のご尽力をいただき、「お米作り活動」という貴重な体験がで

きますこと、誠にありがたく思います。関係の皆様方、どうか、本年度もよろしくお願い

いたします。

【種もみ】

【はじめの会】
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